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研究成果の概要（和文）：東欧南部のヒツジの移牧の変化について、2003 以来の研究成果も

踏まえて 2010 年から 2012 年度まで追った。ルーマニアでは、1989 年の社会主義崩壊後、土

地荒廃が著しかったが、自由市場経済に移行後は、ヒツジの頭数が減少し、土地荒廃は 2005

年を境に緩和された。2007 年の EU 加盟後、冬の宿泊地へは、トラック、貨車の移動となっ

た。夏の宿営地である山頂部へのヒツジの移牧頭数は激減した。山頂部では草地への樹木の侵

入が著しくなり、今後は草地の維持管理が問われるということが、3 年間の研究期間の中で明

らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：A change in the transhumance of sheep in the southern part of 
East Europe has been studied by fiscal 2012, based on the own research results in the 
past. In Romania, land degradation was serious after undergoing the Socialist Regime in 
1989.  After shifting to free market system, numbers of heads of sheep decreased and 
accordingly, land degradation was mitigated particularly after 2005.  After joining EU 
in 2007, sheep have been moving to the winter ranges by trucks or freight cars. The numbers 
of heads of sheep to move to the summer pasture on the mountain ridge areas in summer 
have been decreasing drastically. That invasion of trees to the grasslands on the mountain 
ridge areas have been observed in recent years and therefore, sustainable management of 
the grasslands should be important in the future, has become clear over the past three 
years. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２０１０年度 4,700,000 円 1,410,000 円 6,110,000 円 

２０１１年度 4,200,000 円 1,260,000 円 5,460,000 円 

２０１２年度 4,000,000 円 1,200,000 円 5,200,000 円 

年度    

  年度    

総 計 12,900,000 円 3,870,000 円 16,770,000 円 

 
 

研究分野：人文学 D 

科研費の分科・細目：地理学 

キーワード：ヒツジの移牧、社会体制の変革、植生の変化、ルーマニア、東欧南部、自然環境

の変化 

 
１．研究開始当初の背景 

 2010 年度の研究開始時は、過去の研究代
表者による研究成果がある程度蓄積されて
いた。2003 年度にはヒツジの移牧の中心と
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なる母村付近の土地荒廃が著しく、ロマ人口
も多かったことがわかっている。社会主義崩
壊後、ヒツジの移牧と自然環境のバランスが
崩れていることを明らかにしようと考えた。 
 

２．研究の目的 

(1)土地荒廃とヒツジの頭数の変化を、社会
主義崩壊後、EU 加盟後とそれぞれの時代の
比較を行うことにした。 

 

(2)東欧の中で、社会体制の変革と、EU加盟
をほぼ同時に行った、スロベニア、ルーマニ
ア、ブルガリアのヒツジの移牧の比較をする
こと。 

 

(3)今後のヒツジ産業の持続的な発展の方向
を探る。 

 

３．研究の方法 

(1)ルーマニアの土地荒発地での年々の土壌
侵食を計測 
 
(2)牧童への聞き取りと、社会主義時代とそ
の後のヒツジの統計値の発掘 
 
(3)空中写真による植生の変化の比較 
 
４．研究成果 
主な研究成果として明らかになったこと

は、次の通りである。 
(1)社会体制の変化によって、ヒツジ産業が
土地荒廃に与える影響は大きい。 
 
(2)EU 基準の遵守の影響は大きく、ヒツジ産
業による環境の悪化は阻止された。 
 
(3)ヒツジ産業の冬の宿営地(平地)での大型
化が進行しつつあり、夏の宿営地でのヒツジ
頭数の減少が著しい。 
 
(4)近年の夏の宿営地の草地への樹木の侵入
は著しい。草地を資源として考えるなら、樹
木の侵入を抑えるための早い対処が望まれ
る。 
 
論文は後述の通り 11 件執筆した。 
このほかに、報告書（日本語 2冊、欧文 2 

冊）を発刊した。 
 最終年度に国際シンポジウムを実施した。 
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